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財調積立金 ４９ １ 万

繰　越　金 １６０万

健
全
財
政
を
堅
持
し

3
5年
度
黒
字
で
決
算

九
月
定
例
町
議
会
で
昭
和
三
五
年
度

の
決
算
報
告
を

さ
れ
た
が
、
そ
の
説
明
資
料
に

よ
れ
ば
、
当
局
の
関
係
者
は
常
に
健
全
財
政

を
堅
持
し

、
積
極
的
な
財
源

の
確
保
に

努
力
す
る
と
共
に
、
極
力
消
費
的
経
費
の
節
減
と
投

資
的
事
業
の
増
大
を
図
っ
て
き

た
苦
心
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
わ
が
国
見
町
は

Ｉ
応
再
建
団
体
の
わ
く
か
ら
解

放
さ
れ
、
自
由
の
身
に
な
っ
た
と
は
い
え

、
自
主
財
源
の
乏
し
さ
と
、
山
積
す
る
新

事
業
へ
の
意
欲
か
ら
経
常
的
な
運
営
面
ど
臨
時
的

な
事
業
面
と
の
調
整
が
む
ず

か
し

く

、
そ

の
間

に
立
っ

て
茴
田
小
の
屋

体
を
始

め
、
数
数
の
事
業
を
執
行
す

る
こ

と
は
容
易

で
な

か
っ

た
よ
う
だ
。
し

か
も
翌
年
度
へ
の
繰
越
金

ヱ
（

○
万

と
財
政
調
整
積

立
金
四
九
一
万
を
確
保
し
て
町

財
政
の
強
固

な
基
盤

を
築
き

な
が
ら

、
住
民
の
福
祉
と
行
政
水
準
の
維
持
向
上
を
図
っ
た
こ
と
に
な

る
の

で
あ

る
。

次

に
各
部
門

に
お
け

る
重
要
施
策
と
財

政
収
支
の
状
況
を
挙
げ
て
参
考
に
供
す

る
。
　
　

（
鈴
木

）

昭
和
三
十
五
年
度
決
算
の
各
部

門
に
お
け
る
重
要
施
策
の
抜
萃

（
単
位
千
円
）

一

、
藤
田
小
学
校
屋
内
運
動
場

二
四
八
坪
、
工
費
一
〇
、
二
七
二

内
補
助

气

二
四
四
　

起
債
四
、

五
〇
〇

二
、
新
奥
村
建
設
計
画
事
業
の
第

三
年
次
分

陌
徳
江
地
区

共
同
集
荷
所

二
七
坪
、
工
費
五
六
六
、
内

補
助
二
〇
一
　
　
・

㈲
泉
田
地
区
共

同
集
荷
所

一
三
・
五
坪

、
工
費
三
五
七
、

内
附

助
一
一
九

网

ス
ピ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
石

母
田
地
区

）
一
台
、
事
業
費

二
、
八
九
五
、
内
補
助
九
回
一

罔

古
内
頭

首
工
事

工

費
二

六
五
、
内
補
助
六
六

伽
番
頭
川
占
工
事

工
費
一

六
〇
、
内
補
助
四
Ｏ

三

、
消
防

部
門

印
小
堺
勣
力
十

づへ
口
一
ふ口

事
業
費
三
万
○
、
内
浦
助
七

○
㈲
鉄
骨
弋
の
見
建
設
一
基

工
費
六
〇
、
内
寄
付
一

厂

㈲

ホ
ー
こ

二
い
本

事
業
費
二
九
六

罔
防
火
水
槽
建
設
ぺ
ヶ
所

工
費
七
六

四

、
土
木

部
門

陌
駅
前

県
道
納
装
工
事
二
四
○

メ
ー
ト
ル
、
工

費
ニ

ー
○
○

内
町
負

担
七
〇
〇

㈲
町
道
改

修
工
今

工
費
一
、
〇

四
〇

㈲
滝
川
改
修
工
事

工
費
『

○

○
○
内
町
負
担
一
〇
〇

五
、
文

教
部
門

陌

大
木
戸
小
学
校
庭
拡
張
工

事

工

費

匸
一
い

べ
、
そ

の
他

陌
財
政
調
整
積
立
金
四

、
九
一

○
財
政
牧
支
の
状
況

（
単
位
千
円
）

气

普
通
会
計
決
算
見
込
額

歳
入
　
　
　

六
九
、
八
八
五

歳
出
　
　
　

六
六
、
六
六
六

差
引
残
額
　
　

三
、ニ

ー
九

財
政
調
整
積
立
金
編
入

一
、
六
一
〇

翌
年
度
へ
繰

越

一
、
六
〇
九

二
、
事
業
会
計
分
決
算
見
込

歳
入
　
　
　
　

一

八
、
四
〇
五
　

歳
出
　
　
　
　

ヱ
（

、
四
八
九

差
引
残
額
　
　

一
、
九

二
（

三
、
町
税
決
算
額
の
増
減
額
調

別
表
の
通
り
五
二
万

の
増
で
あ

っ
た
。

四
、
歳
出

決
算

の
内
訳
（
一
般
会

計
分

）

別
表

の
通
り

款　 項　　 目　
；予算

額 ）乂入額 川減（ △）

-77･-i■1 、町　　　　 税　26.  288 ・ 6 , 807　　519
1 耆　　通　 税　26,253　26,783　　530
町　 民　 税5  , 971　6.  155　184

固 定 資 産 税　16  , 04匸16.  283　　242
軽 自 動 車 税　　459　　480　　21

たば こ消費税　2  , 200　2  , 211　　　11

電 気 ガ ス 税 ’1,370 1.  432　　62
木 材 取 引 税i　 ］3（厂　140　　10
犬　　　 税 ・　82j　82　　0

2 旧法に よる税1　　351　　241 △n

自 転 車 覡 ！　　351　　241 △11

国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て

政
府
と
議
会
に
陳
情

わ

た
し
ど
も
が
、
不
幸
に
し
て

病
気
や
け
が
で
医
者
に
か
か
っ

た

場
合

、
そ
の
半
額
の
医
療
費

を
支

払
え
ば
よ
い
仕
組
に
な
っ
て

い
ま

す
。
こ
れ
は
町
で
行

な
っ
て

い
る

国
民
健
康
保
険
で
、
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
が
納

め
る
保
険
税
と
国

か
ら
の
補
助
金
を
財
源
と
し
て
運

営
し
て
い

る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ

ん
ど
、
医
療
費
は

一
二
、
五
％
の
大
幅
値
上
げ
が
あ

り
、
更

に
保
険
の
適
用
範
囲

が
拡

大
さ
れ
る
た
め
に
、
医
療

費
が
ず

っ

と
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
町
の
国
保
財
政
は
非
常

に
苦

し
く

、
今
ま
で
通
り
の
保
険
税

や

国
庫
納
助
金
で
は
、
と
う
て

い
国

保
事
業
を
運
営
し
て

い
く
こ

と
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
保

険
税
を
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な
い

で
国

保
事
業
を
運
営
す

る
こ
と
の

で
き
る
よ
う
国

庫
補
助

金
を
増
額

し
て
も
ら
う
よ
う
、
政
府
並
に
議

会
関
係
に
陳
情
す
る
た
め
、
被
保

険
者
の
署
名
を
屬
め
て

い
ま
す
。

要
望
事
項

一
、
医
療
費
に
対
す
る
国
庫
補
助

を
三
割
と
す
る
こ
と
（
現
在
二

割
）

一
、
今
般
の
医
療
費
値
上
げ
に
と

も
な
う
町
費
負
担
分
の
全
額
国

庫
補
助

一
、
町

が
国

保
事
業
を
行
う
た
め

の
必
要
事
務

に
対
す
る
国
庫
補

助
の
全
額
交
付

仔

脉

せ
り

市
（
毎
月
二
回
）

近
頃
、
農
業

構
造

の
改
善
を

め
ざ

し
畜
産
の
振

興
が
叫

ば
れ
、
そ
の

一
環
と
し
て
養
豚
事
業

の
急
速
な

進
展

を
来
た
し
、
伊
達
郡
内
の
種

豚

も
八
〇
〇
頭
を
越
す
盛
大
さ
で

あ
る
。
そ
こ

で
、
郡
畜
産
農
業
協

同

組
合
連
合
会
主
催
で
仟
豚
の
せ

り
市
場
を
開
設
し
、
生
産
仔
豚
の

販
売
、
飼
育
用
豚
の
購
買
の
適
正

な
取
引
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
生

産
者
各
位
の
利
用
を

お
勧
め
す

る
次
第
で

あ
る
。

記

○
期
日
　

第
一
回
十
一
月
八
日
　

以

降
毎
月
八
日

、
二
十
二
日

の
月
二

回

○
場
所
　

桑
折
町
家

畜
市
場

○
市
場
の
手

続

―
、
購
買
予
納

金
は
一
頭
当
り

三
〇
〇
〇
円
以

上

２

、
売
買
の
精
算

は
当

日
現

金

取
引

３
、
入
場
料
一
頭

当
り

Ｉ
〇
〇

円
徴
収

４
、
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
射
料
五

〇
円
徴
収

５

、
仟
豚
は
体
重
三
／

（

匸
一

キ
ロ
以
上

）

６

、
受
付
は
当
日
市
場
で
行
う

但
し
出
場
数
多
数
の
場
合
は

予

め
連
絡
す
る
こ
と

７

、
仟
豚
の
搬
入
は
午
前
八
時

ま
で

８

、
せ
り
出
場
は
抽
せ
ん
で
決

定
す
る

９

、
せ
り
上
げ
は

Ｉ
〇
〇
円
以

上
（

売
主
は
手
を
上
げ
て
お

き
、
売
つ
て
も

よ
い
と
き

は

下
げ

る
こ
と
）

1
0、
登
録
仔
豚

は
せ
り
日
前

に

検
査
を
受
け
る
こ
と

当
日
検
査
は
行

わ
な
い

Ｈ

、
各
員
協
に
申
出
で
指
示

を

受
け
て
下
さ
い
（
経
済
課

）

こ

の
国

は
…
…
・
君

の

そ

の
手

で
汐

‘

自
衛
官
募
集
中

一
一
辨

陸

海

空

士
…
…
…
…
…
…
十
一
月
　
　

六
日
ま
で

自

衛

隊

生

徒
…
…
…
…
…
…
十
一
月
二
十
五
日
ま
で

操
　

縦
　

学
　

生
…
…
…
…
…
…
　

十
月
三
十
一
日
ま
で

防
衛
大
学

校
学
生

…
…
…
…
…
…
　

十
月
三
十
一
日
ま
で

（
詳
細

は
役
場
総
務
課
へ
）

議会だより

九
月
定
例
議
会

九
月
二
十
一
日
町

議
会

定
例
会
が
開

か

れ
「
昭
和
三
十
五
年

度
国
見
町
歳
入
歳
出

決
算
認
定
の
件
な

ど

十
四
件
」
審
議
可
決

さ
れ

た
。
会

期
は
二

日
、
議
案

次
の

と
お
り

記

日
程
第
一
　

国
見
町
教
育
委
員

定
数
条
例
廃
止

の
件
（
町
長

提
出
第
五
十
六
号

議
案
）

同
　

第
二
　

国
見
町
教
育
委
員

任

命
に
同

意
を
求
め
る
の
件

（
同

第
五
十
七
号
）

同
　

第
三
　

財
政
調
整
積
立
金

処
分
の
件
（
同
第
五
十
八
号
）

同
　

第
四
　

国
見
町
桑
折
町
有

北
山
組
合
規
約
の
一
部
改
正

の
件
（
同
第
五
十
九
号
）

同
　

第
五
　

昭
和
三
十
五
年
度

国
見
町
藤
田
財

産
区
特
別
会

計
歳
入
歳
出

決
算
・認
定
の・
件

（
同
第
六
十
号
）

同
　

第
六
　

昭
和
三
十
五
年
度

国

見
町
入
山
財
産
区
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決

算
認
瞳
の
件

（
同
五
十
号

）

同
　

第
七
　

昭
和
三
十
五
年
度

国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

件
（
同
第
五
十
一
号
）

同
　

第
八
　

昭
和
三
十
五
年
度

国
見
町
簡
易
水

道
特
別
会
計

歳
入
歳
出

決
算
認

定
の
件
（

同
第
五
十
二
号
）

同
　

第
九
　

昭
和
三
十
五
年
度

国
見
町
歳
入
歳
出
決
算
認
竃

の
件
（
同
第
五
十
三
号
）

同
　

第
十
　

昭
郛
三
十
六
年
度

国

見
町
上
水
道
特
別
会
計
歳

入
歳
出

追
加
更
正
予

算

’
同

第
五
十
四
号

、）

同
　

第

卞
一
　

昭
和
三
十
六
年

度
国
見
町
歳
入
歳
川
追
加
更

正
予

算
（
同
第
五
十
五
号
）

同
　

第
十
二
　

自
昭
和
三
十
六

年
度
至
昭
和
三
十
七
年
度
国

見
町
上
水
道
拡

張
事
業

費
継

統
年

期
及
び
支
出
力
法
書
（

同
第
六
十
一
号
）

同
　

第
１「

三
　

県
道
廃
止
路
線

の
町
道
編
入

の
件

’同
第
六

十
二
陟
」

同
　

第
十
四
　

国
見
町
特
別
職

の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の

報

酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
の
件

（

総
務
課

）

品
種
更
新
で
増
産
を

七
年
っ

づ
き

の
豊
作
は
、
天
候

の
お
か
げ
で
あ

る
と
は
い
っ
て
も

栽
培
技
術
の
進

歩
と
優
艮
品
種
の

更
新
が
大
き

な
土
台
を
な
し
て
い

る
こ
と
は
否

定
す
る
こ
と
が
で
濮

な
い
事
実
で
あ
る
。
気
候
や
肥
料

に
ま
け
な
い
で
多
く
と
れ
、
し
か

も
最
近
の
国

家
的
要
請
で
あ
る
う

ま

い
品
種
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で

あ

る
。
種
子
の
更
新
一
つ
に
よ
っ

て
反
当
二
斗
の
増
収
が
可
能
と
さ

え
い
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
見
町

‘

で

は
一
昨
年
か
ら
「
主
要
農
作
物

採
種
組
合
」
を
設
け
、
水
稲
・
大

豆
・
麦

の
採
種
を
し
、
町
内
有
志

に
分
け
て
、
優
良
品
種
の
普
及
と

更
新

を
は
か
つ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
も
再
三
お
知
ら
せ
し
た

と
こ
ろ
で

あ
る
。

こ
と
し
も
経
営
者
森
江
野
農
協

が
。中
心

と
な
り
担
当
者
十
数
名
が

責
任

を
も
っ
て
採
種
田
の
肥
培
管

理
並
に
調
整
に
あ
た
っ
て
い
る
。

希
望
者

は
係
員
と
連
絡
を
と
り
、

来
年
度

の
種
子
の
確
保
に
努
め
て

い

た
だ
き
た
い
と
当
局
で
は
望
ん

で

い
る
。
優
良
品
種
次
の
と
お
り

○
水
稲
　

農
林
二

言
万
・
セ
キ
ミ

ノ
リ

゜
ト
ワ
’タ

ー
オ
オ
ト
リ

ア

キ
、バ
Ｉ
・
チ
ョ
ウ
カ
イ
・

コ
ガ
ネ
モ
チ

Ｏ
大
豆
　

革
新
一
号

○
大
麦
・
小
麦
は
六
月
号
く
に
み

を

ご
ら
ん
下
さ
い
。

【
写
真
一

塚
野
目
地
区

採
種
田
現

地
調
査
実
況

も
う
か
る
果
樹
経
営
へ

長
期
生
産
計
画
を
立
て
よ
う

本

年
三
月
三
十
日

法
律
第
十

五

号
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
果
樹

農
業
振
興
特
別
措
置

法
」
は
、そ

の

生

産
の
安
定
と
拡
大

を
図
り
、
合

理
的
な
果
樹
園
経
営
の
基
盤
を
確

立
す
る
た
め
の
措
置

と
、
果
樹

の

流
通
及

び
加
工
の
合
理
化
に
資
す

る
た
め
の
措
置
を
定

め
、
果
樹

農

業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
果
実
の
長

期

的
需

給
の
動
向
に
応
じ
た
適
正
な

果

捐
の
植
栽
と
果
実
の
生
虐
を
誘

導

す
る
と
共
に
、
今
後
の
ｙ

樹
経

営

の
介
理
化
の
方
向
が
生
涯

か
ら

販

売
に
た
っ
て
蝠
団
的
に
且
っ
一

貫
し
て
行
な
わ
れ

る
よ
う
に
す

る

こ

と
が
必
要
で
あ
り

、
そ
の
纂
礎

条
件
で
あ
る
翊
園
地
の
集
団
化
と

効
率
的
譏
械
施
設
の
導
入
等
が
計

画
的

に
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

緊
要
で
あ
る
。

ま
た
、
市
場
の
動
向
に
即
応
す

る
た
め
に
は
、
需
要
度
の
高
い
品

稲
を
植
栽
し

、
数
多
い
品
種
を
小

さ
い
荷
口
で
出
荷
す
る
こ
と
は
、

価
格
形

成
上
不
利
と
な
る
か
ら
、

立
圸
条
件
、
労
力

事
情
等
を
考
慮

し
、
同
一
品
種
の
中
で
も
商
品
性

の
高
い
品
種
を
選

ん
で
最
少
限
度

の
数
に
お
さ
え
る
と
共

に
、
地
域

と
し
て

統
一
す

る
こ
と
が
極
め
て

大
切
で

あ
る
。

県
で

は
、
長

期
生
産
計
画
を
立

て

る
に
当
っ
て

主
要
果
樹
の
品
種

と
そ

の
植
栽
割
合
を
次
の
よ
う
に

定

め
た
。
（
数
字
は
昭
和
四
○
年

度
以
後

に
お
け

る
全
果
樹
園
に
対

す

る
割
合
単
位

パ
ー
セ
ン
ト
）

④
り

ん
ご

祝
　
　

一
〇
　
　

旭
　
　

一
〇

デ
リ
系
三
〇
　
　

紅
玉
　

一
五

ゴ
ー
ル
デ
ー

ン
ニ
Ｏ

国
光
　

一
〇
　
　

そ
の
他
　

五

○

も

も

砂
子
早
生
一
五
　

倉
方
　
　

五

白
鳳
　
　

五
　
　

大
久
保
六
〇

高
陽
　
　
一
〇
　
　

そ
の
他
　

五

訂

正

本
紙
九
月
号
一
面
記

侃
の
国
民
年

金
問
答
中
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

「
現

在
国

民
年
金
に
加
入
届
を
し

て
な
い
人
は
ど
ん
な
取

扱
に
な
る

か
」

の
間

に
対
す

る
答
で
、
「
罰

則
規

定
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も

」

は
「
罰
則
規

定
は
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
」

の
誤
り
で
す

。

投
票
率
調

の
表
中
平
舘

は
④
印

と

す

る
。
以

上
訂
正

致
し

ま
す
。

Ｏ

十

月

三

十

一

日

は

町

県

民

税
・

国

民

健

康

保

険

税

第

三

期

の

納

期

で

す

歳出款の集計表(一般会計) ( 単位千円

諛　　　　別

㎜　ｗ　--■皿
１　議 会 費

２　役　塲　費
３　消　防　費

４　土　木　費

５　教　育　費

・社 会 及 び６　
労働施設費

７　保健衛生費

８　産業経済費

９１財　産　費

10　統計調査費

11 ・ 選 挙 費
,12 1 公 債 費

13 1 諸支 出 金
１　『

決算額

1. 196

17 , 479

2.272

4 , 206

20.271

2 , 552

1 , 908

4,698

3 , 499

367

291

2 , 620

5 , 307

66 , 66

財

㎜-　 ㎜　 －国 県 寄 附

支 出 金| 負 担 金

；

399 ，

&1　　　10

131

2  , 052 . 129

858

386 ゛

] , 939

270

181

125 1

6,294 

1　

270

葹

そ の 他

＝　■=四W ■

370

85

679

200

18

96

1,448

内

起 債

4 , 5

4  , 5 開

尺

－ -･ －　-･7-

町 費

1 ，196

16.  710

2  ,  178

4  ,  075

13  ,  5

1  ,  015

1  ,  322

2  ,  741

3  ,  499

97

110

2  ,  620

5  ,  086

54,154



第15 回

読

書

週
間

も
っ
と
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

腴
で

す
。
め

っ
き
り

日
足
が

短
か
く

な
り
ま

し
た
。

テ
レ

ビ
の
普

及
で
、

ナ
イ

タ
ー
や
ら
テ

レ
ビ
映

画
な
ど

を
見

る
譏
会
が

ふ
え
、
秋

の
夜
な
が

を
読

書
で
す

ご
す
人
は

少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

し

か
し

、
読

書
を
忘
れ
た
生
活

で
は
味
が
な
く
な
り
ま
す
。
忙
が

し
い
一
日
の
仕
事

を
終
え
て
、
ほ

っ
と
ひ

と
い
き
っ
き
、
落
ち
つ
い

た
気
分

に
な
っ
て
本
を
読
脂
こ
と

も

よ
い
も
の
で
す
。
秋
は
私
た
ち

に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
活
動
の
で
き

る
と
き
で
す
。
そ
の
意
味
で
読
書

週
間

は
十
月
二
十
七
日

か
ら
十
一

月
九
日

の
二
週
間

に
き

め
ら
れ
、

こ

と
し
で
十
五
回
目
で
す
。

こ

の
読

書
週
間
を
譏

に
、
卜
ま

ま
で
読
書
に
親
し
み
の
薄

卜
人

た

ち

や
、
平
素
家
事
に
追
わ
れ
が
ち

な
家
庭
ツ

王
嫋
の
方
々
も
で

き
る

だ
け
読
書
の
譏
会
を
も
つ
よ
う
に

し
た
卜
も
の
で
す
。
ま
た
、
読
書

の
習
慣

に
、
こ

ど
も
の
と
き
か
ら

つ
け

る
と
よ

い
と
い
わ
れ
て
レ
ま

す

の
で
、
家
庭
で
も
、
こ
ど
も
が

読

書
に
親

し
め
る
よ
う
指
府
し
た

い
も
の
で
す
。

。
は

た
ち

の

春

”

に
よ

せ

て

こ
こ
二
三
年
、
わ
が
公
民
舘

で

は
、

成
人
式
の
贈
り
も
の
と
し
て

″

は
た
ち

の
春

″
と
い
う
小
冊

子

を
贈
っ
て
い
る

ご
こ
れ
は
各
方
面

か
ら
珠
玉
の
よ
う
な
言
葉
が
、
選

ば
れ

、
集
め
ら
れ
、
そ
し
て
知
情

意
の
三
方
面

に
わ
た
っ
て
、
行
き

届
い
た
編
帚

が
さ
れ
て
、
親
心
に

も
似

た
温

か
さ

が
こ
も
っ
て
卜
る

良
書
こ

と
思
う
。

成
人

の
日
を
迎
え
ら
れ
た
多
く

の
男
女

青
年
諸
君

が
、
や
が
て
多

く
の
子
た
ち
の
父

と
な
り
母
と
な

ら
れ
た
日
に
も
、
こ
の
一
冊
だ
け

は
、
必
ず
そ
の
座
右
に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

皮
こ
の
本
は
、
現
在
青
少
年
の

子
を
も
つ
世
の
父
母
の
方
が
た
に

も
一
読
を
お
す
す

め
し
た
い
と
思

わ
れ
る
。目

次

前
仏
　

希
望
の
ス
タ
ー
ト

後

仁
　

人

生
読
本

立
志
扁
Ｉ

希
望

に
生
き
る
道

実
業

犒
１
仕

事
に
生
き
る
道

経
済
篇
１

生
活
安
全
へ
の
道

拠
世
箍
Ｉ

世
に
処
す
る
道

愛
情
羂
―
愛
し
き
も
の
へ
の
道

結
婚

篇
Ｉ

幸
せ
な
結
婚
へ
の
道

幸
福
羂
‐
！
幸
せ
に
生
き
る
道

宗
教
谿
Ｉ
聚
き

も
の
へ
の
道

附
加
羂
－
‘
わ
た
し
の
国
の
花
形

お
知
ら
せ

○
公

民
舘
に
は

卜
ま
二
千
冊
近
い

本
が
皆

さ
ま
の
ご
利
用
を

お
待

ち
し
て

い
ま
す
。

○
左
記

に
巡
回
文
庫
を
お
た
の
み

し
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
下
さ
卜
。

小
坂
農
協
　

石
毋
田
員
協
　

大

杢

尸
農
協
　

森
江
野
農
協
　

大

枝
農
協

○
左
記

に
は
県

立
図

書
舘

の
巡
回

文
庫

が
き
て

お
り

ま
す
。
こ
れ

‘

も
大
い
に
ご
利
用
下

さ
い
。

小
坂
高
野
商
店

貝
田
松
田
理
髪
店

ふ
た
た
び
百
姓
の
妻
に
な
り
た

く
な
い
と
云
う
Ｍ
子
さ
ん
へ

Ｙ
　
　

Ｍ
　
　

生

Ｍ

子
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
下
さ

卜
。
あ
な
た
は
、
僕
の

考
え
を
「
現
在

の
員

村
の
封
建

性
や
不
合
理
を
そ
の
ま
Ｘ
み

と

め
て
一
方
的
な
忍
従
と
犠
牲

と

あ
き
ら
め
を
強

廴
る
こ
と
に
よ

っ
て
解
決
し
ょ
う
と
老
え

て
卜

る
。
」

と
云
わ
れ
ま
す
が
、
僕

は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
作
物

を
作
っ
て
も
、
決
算
報
告
一
つ

さ
れ
ず
、
只
単
に
労
働

の
提
供

者
に
す
ぎ
な

卜
者
に
生
産
す

る

喜
び
や
楽
し
み
が
感
じ
ら
れ
る

か
、
等
と
云
う
考
え
こ
そ
一
日

も
早
く
捨
て
て
も
ら
い
た
い
で

す
。百

姓
の
生
産
す
る
も
の
な
ぞ

主
人
に
決
算
報
告
さ
れ
ず
と
も

自
分
で
計
算
し
て
見
れ
ば
わ
か

る
事
で
す
。
馬
鈴
薯
を
一
反
歩

作
っ
た
と
し
た
ら
、
収
量
は
い

く
ら
だ
っ
た
か
、
そ
の
う
ち
特

が
何
貢
、
大
が
何
貫
、
中

が
何

貫
、
単
価
は
い
く

ら
で
売
っ

た

か
ら
粗
収
入
は
い
く
ら
、
そ
れ

か
ら
肥
料
代

、消
毒
代
、
種
代
等

を
差
し
引
け
ば
い
く
ら
、
そ
れ

を
労
力

の
べ
人
員
で
割
れ
ば
自

分
が
一
日
働

い
た
労
賃
が
何
円

に
な
る
か
、
そ
れ
ぐ
ら

い
の
計

算
を
出
来
る
様

に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
云
い
た
い
の
で
す
。

我
々
男

性
は
や

が
て
主
人

の

座
を
受
け
取
る
楽

し
み
か

お
る

か
ら
我
慢

出
来
る
だ
ろ
う
と
云

い
ま
す
が
、
そ

ん
な
事

は
女
牲

に
し
た
っ
て
同

じ
で
し
ょ

う
。

あ
な
た
は
同

じ
働
く

に
も
、

も
っ
と
計
画
的
に
、
能
率
的

に

合
理
的
に
働
く
様

に
し
て

は
ど

う
か
と
云
わ
れ
ま
す

。
僕

も
同

感
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
各

作
物

の
特
性
を
研
究
し
、
そ

れ
に
よ

っ
て
仕
事
の
計

晝
を
立
て

無
駄

な
労
働
を
さ
け
て
合
理
的
な
経

営
を
進
め
て
、
将
来
少
し

で
も

う
る
お
卜
の
あ
る
、
ゆ

た
か
な

暮
し
の
で
き

る
様

に
と
研

究
し

努
力
し
て

卜
る
の
で
す

。

そ
れ
な
り
に
、
将
来
の
良
き

伴
侶

と
し
て

た
の
み
と
す
る
あ

な
た
屶
女

性
、か
百
姓
を
敬
遠
す

る
と
し
た
ら
、
我
々
若
者
は
な

に
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
農
業

の
合
理
化

、
近
代
化
の
為
に
努

力

し
た
ら
よ
卜
の
で
す
。

あ
な
た
は
農
業
生
産
の
学
習

を
し
た
く
と
も
、
た
の
み
と
す

る
青
年
団
は
ダ
ン
ス
や
演
劇
だ

け
に
血
道
を
あ
げ
云
々
…
…
と

云
わ
れ
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
青
年

頤
の
会
合
に
あ
ま
り
出
席
し
な

い
女
子
団
員
も
ダ
ン
ス
と
云
え

ば
お

ど
ろ
く
程
の
出
席
率
を
し

め
す
現
状
を

ど
う
説
明
す

る
の

で
す

。
農
業
学
習
に
は
ほ
と
ん

ど
出
席
皆
無
の
現
状
を
ど
う
理

解
し

た
ら
よ
い
の
で
す
。

４
Ｈ

ク
ラ

ブ
や
農
事
研
究
会

に
入
会

を
す

Ｘ
め
ら
れ
た
事
が

な

い
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
我

々

は
４
Ｈ

ク
ラ

ブ
に
女

性
の
方

に

も
入
会

を
す

Ｘ
め
た
こ
と
が
あ

り

ま
す

。
し

か
し
一
人
と
し
て

一
羂

に
勉
強
し
よ
う
と
い
う
女

性

は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。（
伊

達
胯

、
桑
折
で
は
一
緒
に
学
習

し
、
研

究
し
て
い
る
）
ほ
ん
と

う

に
勉
強
し

た
い
と
思
う
な
ら

女
性

だ
け

の
研
究
グ
ル

ー
プ
だ

っ
て

作
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

よ
う
。
料

理
や
生
花
に
つ
い
て

も
あ
な
た
は
誤
解
し
て
い
る
様

で
す
。
お
い
し
い
料
理
の
研

究

を
す
る
こ

と
が
不
要
だ
と
か
、

花
を
か
ざ
っ
て
生
活
に
う
る
お

い
を
も
た
せ
る
こ
と
が
悪

い
な

ど
と
云
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
云
う
通
り

タ
ク
ア
ソ
や
キ
ュ
ウ
リ
漬
、
納

豆

だ
け
で

ば
た
し

か
に
栄
養
は

充
分
と
は
二
元
ま
せ

ん
。
し
か

し
、
僕
の

Å
い
た
い
の
は
こ
う

た
の
で
す
。
「
我

々
日
本
人
は

食
事
か
ら
欠
く
事
の
出
来
な
い

こ

れ
ら
の
澁
物
の
作
り
方
も
ろ

く

に
知
ら
な
し
で
（

失
礼
、
実

際
若
い
女
の
人
に
聞

い
た
ら
よ

く
知
ら
な
い
と
云
っ

て
い
た
）

○
○
料
理
が
ど
う
の
、
×
×
サ

乙

气
か
こ
う
の
…
…
　

そ
れ
よ

り
も
そ
の
前
に
手
軽

に
材
料
の

そ

ろ
う
前
者
の
方
を
修
得

し
て

は
ど
う
か
と
云
っ
て
い
る
の
で

す
。
金
を
か
け
て
す
る
料
理
だ

っ
た
ら
謳
で
っ
て
う
ま
い
物

は

作
れ
る
で

し
よ
廴

匚

一
方

的
な
忍
従
と
犠
牲
と
あ

き
ら
め
を
強
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
云
々
…
…
　

最
初
か
ら
こ
の

農
村
の
純
朴

さ
の
中
で
土

と
作

物
を
相
手

に
生
き
る
こ
と
に
真

実
の
生
き

が
い
を
感

じ
、
自
分

か
ら
と
び
込

ん
で
行

く
な
ら
ば

一
方
的
な
忍

従
と
犠
牲

と
あ
き

ら
め
…
…
等
と
い
う
考
え
は
浮

ば
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
地
味
な
農
村
で

は
イ
キ

が
っ
ま
り
そ
う
で
頁
実
の
生
き

が
い
等
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
か

れ
ま
す
か
？
　

サ
ラ
リ
ー

ヴ
ソ

夫
人
に
な
っ
て
、
夫

に
働

か
せ

自
分
は
妻
の
座
に
お
さ
ま
っ
て

毎
日
あ
り
あ
ま
る
と
思
わ
れ
る

レ
ジ
ャ

ー
を
い
か
に
楽
し
む
か

と
心
配
し
た
い
の
で
す
か
？

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
働
く
こ

と
の
喜

び
、
生
産
す
る
こ
と
の

喜

び
を
忘
れ
、
消
費
的
な
娯
楽

に
の
み
は
し
っ
て
ょ
い
も
の
で

し
ょ
う

か
。

た
し

か
に
農
村
は
封
建
性
が

強
く

、因
習
が
根
強
く
残
り
、
わ

れ
わ
れ
若
い
者

に
は
窮
屈

に
感

ず
る
面

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
昔

か
ら
比

べ
れ
ば
進
歩
改
善
さ
れ

、
ず
っ

と
よ
く

な
っ
て

い
る
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
残

さ
れ

た
問
題

を
、
わ
れ
わ
れ
青
年

が

力
を
合

せ
て
篩
決
す

る
よ
う
努

力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
だ

と
思
い
ま
す

。

明

る

い

交

通

読

本

(五j

交
通
浙
故
の
見
本
市
／

こ
ん
な
倍
増
は
ま
つ
平

交
通
膕
故

は
、
年
ね
ん
ふ
え
て

い
ま
す
が
、
事
故
の
倍
噌
は
ま
っ

ひ
ら
で
す

。
こ
と
し
に
入
っ
て
か

ら
九
月
末
ま
で
に
、
桑
折
警
察
署

管
内
で
四
九
件
の
膕
故
か
お
り
、

二
Λ

が
死
に
し
て

卜
ま
す
。
淑
故

の
な

卜
町
を
つ
く
る
こ
と
に
っ
と

め
亦
’し

よ
’・犬
）

国
見
町
役
場
前
の
十
字
路
に
立

っ
て
見

る
と
、
四
つ
角
と
も
自
動

車
の
突
込

ん
だ
跡
が
、
な
ま
な
ま

し
く
っ
い
て
卜
る
。
こ
ん
な
広
く

て
平

ら
で
、
見
と
お
し
の
よ
い
と

こ
ろ
で
膕
故

を
お
こ
す
人

の
気

が

知
れ
な
い
。
な
ど
と
、
の
ん
き

な

こ
と
を
い
っ
て

卜
な
い
で
、
も
う

一
度
、
あ
ら
た
め
て
道
路
交
通

法

を
勉
強
し
て
見

よ
う
で

は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

△
狭
い
道
路

か
ら
広

い
道
路
に
出

る
場
合

、

匸

に
ん
止

る
か
、
徐

行
し
て
安
全

を
確
か
め
て
通

る

こ
と
…
…
ヽ
」
れ
で
役
暘
前
の
事

故

に

四

つ

の

う

ち

二

つ

は

防

げ

た

は

ず

で

す

。

△

左

折

、

右

折

等

の

場

合

、

必

ず

合

図

し

、

斜

め

横

断

は

や

め

ま

‘
し

よ

う

。

…

特

に

バ

イ

ク

と

自

転

車

で

こ

れ

を

守

ら

ぬ

人

が

多

卜

。

△

ス

ピ

ー

ド

の

出

し

過

ぎ

に

よ

る

新

国

道

の

事

故

も

多

く

な

っ

て

い

ま

す

。

国

見

町

内

の

新

国

道

で

お

き

だ

交

通

膕

放

力

大

半

は

ス

ピ

ー

ド

の

出

し

か

’。
万

口
片

ね

お

り

運

転

の

よ

う

で

す

。

△

酒

の

み

運

転

は

違

筐

で

あ

る

こ

と

は

わ

か

っ

て

い

る

が

、

よ

っ

ぱ

ら

っ

て

ぃ
・
る

人

の

中

に

、

自

分

か

酒

を

の

ん

だ

こ

と

を

忘

れ

て

車

を

運

転

し

て

卜

る

人

が

あ

る

。

特

に

自

転

車

も

車

輛

で

あ

る

限

り

酒

気

を

帯

び

て

運

転

し

て

な

ら

な

い

は

ず

。

Λ

近

頃

歩

行

者

横

暴

と

卜

う

こ

と

ば

が

は

や

っ

て

き

ま

し

た

。

狭

い

追

路

を

歩

く

人

や

横

断

道

路

を

通

っ

て

卜

る

人

に

対

し

て

歩

行

者

優

先

と

す

る

こ

と

は

申

す

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

し

、

横

断

ル

道

の

な

い

道

路

を

横

ぎ

る

人

心

大

切

に

Ｌ

な

け

れ

ぱ

な

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

歩

行

者

の

方

で

も

、

右

側

壮

行

や

横

断

ル

道

の

な

い

と

こ
・
ご
で

は

直

角

に

横

切

る

と

い

う

現

則

を

守

っ

て

い

た

だ

き

た

い

。

自

動

胆

や

自

転

車

の

羂

を

ゆ

う

ゆ

う

と

づ

め

に

ル

か

れ

た

の

で

ぱ

歩

行

者

横

暴

を

叫

び

た

く

も

な

り

ま

し

よ

う

。

△

無

灯

火

運

転

も

近

頃

多

く

な

つ

た

よ

う

で

す

。

特

に

夕

方

、

日

暮

れ

の

気

せ

わ

し

い

と

き

ブ

フ

ィ

ト

を

つ

け

る

こ

と

か

ぶ

れ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

よ

う

。

自

転

車

の

ラ

イ

ト

を

１
 
‐‐‥

検

し

ま

し

よ

国
民
年
金
手
帳
の
番
号
で

電
気
洗
濯
機
な
ど
当
る

○
目
的
　

国
民
年

金
制
度
の
趣
旨

を
普
及

し
、
も
っ
て
住
民
の

理
解
を
淤
め
る
。

○
主
催
　

福

島
県
市
長
会

福
烏
県
町
村
会

○

抽
せ
ん
対
象
者

げ
昭
和
三
十
六
年
十
月
三
十

一
日
ま
で
に
国

民
年
金
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し

県
内

に
住
所
を
有
す
る
も

の
㈲
昭

和
三
十
六
年
十
月
三
十

一

日
ま
で
に
本
年
九
月
分

ま
で

の
保
険
料
を
完
納
し

て
卜
る
も
の

○
抽
せ
ん
日
　

昭
和
一二
十
六
年
十

一
月
十
五
日

○
賞
品特

賞
　

電
気
洗
濯
機
　

一
本

一
等
　

電
λ
こ
た
つ
二
〇
本

二
等
　

ゴ
ー
ル
デ

ビ
フ
ソ
タ

ソ
　
　
　
　

五
〇
本

三

等
　

上
質
手
拭
一
五
〇
本

○
あ
な
た
の
被
保
険
者
番
号
（
年

金
袋

）を
お
調

べ
お
き
下

さ
い
。

大
活
躍
の
劍

友
会
少
年
部

闌
東
日
本
（
第
四
回
）
少
年

剣
道
選
手
権

大
会
に
三
位

九
月
二
十
二

日
　

若

松
市
鵬

城

巾
学
校
体
育
舘
で
行
わ
れ
た
第
四

回

東
日
木
少
年
別
道
大
会
に
出

場

近
県

か
ら
集
十
つ
だ
十
七
チ
ー
ム

と
技
を
競

い
、
第
三
位
を
顯
得
、

出
場
庖
手
次
の
遥
り

大
将
　

目
黒
川
一

副
将
　

戟
内
賢
光

巾
堅
　

眄
木
勝
と

洫
陣
　

斎
藤
裕
宏

先
斤
　

古
沢
忠
一

㈲
飯
坂
町
（
第
七
回
）
少
年

剣
泊
人
会

に
Ｂ
組
第
二
位

同

じ
日

、
飯
坂
町
大
鳥
’中
学
校

体
育

舘
で
行
Ｌ
れ

た
第
七
圓
飯
坂

町
少
年
剣
道
大
会

に
県
下
か
ら
参

集
し

た
十
五
千
－

ム
と
た
た
か
卜

わ
が
剣
友
会
少
年
部
は
Ｈ

チ
ー

ム

な
が

ら
よ
く
た
た
か
い
、
堂
堂
第

二
位

を
収

め
て
県
下
に
名
声
を
摶

し

た
、
選
手
名
次
の
通
り

大
将
　

本
間
孝
行

副
将
　

本
田
　

稔

中
堅
　

遠
藤
克
芳

次
陣
　

玉
手
和
夫

先
鋒
　

盛
中
忠
雄

爾
小
学
校
部
で
は
佐
茴
徳
正
対
が

個
人
優
勝
し
か
。

④
福

島
稲

荷

神

社
奉

納

剣

道

大

会
第

二

位

十
月
十
日
福
島
市
稲
荷
神
社
祭

礼
に
あ
た
り
、
福
島
警
察
署
道
場

で
行
わ
れ

た
奉
納
大
会

に
第
二
位

を
巡
得

し
た
。

大
将
　

目
黒
周
一

副
将
　

伺
内
賢
光

中
堅
　

朽
木
勝
之

次
陣
　

佐
藤
箜
正

先
行
　

瀬
戸
共
明

ラジオ農業学校で勉強しましょう
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日 曜 ，種目 放　　送　　内　　容

ふ　　　ふ㎜　　㎜　㎜　㎜＜ １　０　 月＞ 一一

現金現物日記帳のつけ屶(その1)
牧草の栽培要

点

牧草栽培と土屋保全
果樹園の問設

果樹の品種

田畑輪換をいたしましよう
麦類の省力栽培多収法
果樹の施肥

麦類に対する除草剤の使い方
根菜飼料の貯蔵とその注意
-＜１　１　 月＞一一

家畜の栄養
家畜の繁殖

学習のすすめ
家畜の保健
果樹の整枝
中耕と麦踏につ卜て

畑苗代の土作り

上手なビニールの使い方
土じようの乾

燥と深耕

食品を上手に貯えるには②つけもののおいしいつけ方

土の組成(な
りたち)

現金現物日記帳のつけ方(その2)
畜舎

、肥溜、淮肥舎
養とんの長所と短所

16　月
17 ’

火

18 ・ 水
19 ・ 木
20 ・ 金
23 ’

月

24 ・ 火
25　水
26　木
27 J 金
30 1 月
31 j 火

１　水
２　木
３　金
６　　月
７　火
８　水９　木

10　金
13　月
14　火
15　水
16　木

17 : 金
20 1 月
2卜 火

22 1 水
23 1 木

一一
簿記
飼作

//
果樹
○

果樹
水稲
一麦
果樹
○
麦

則作
一一

畜産

//
○
○

畜産
果樹
麦
○

水稲
そ菜
土債
生活

○

土肥
簿記
畜産
ぴ

旅　の　歌
厚　 樫　山　人

春
浅
き
東
海
道
を
旅
行
け
ば

夏

か
ん
う
れ
て
つ
づ
き
た
り
け
り

波
の
音
枕
に
ひ
び
く
二
見
が
浦

め
ざ
め
が
ち
な
り
旅
の
初
宿

滔
装
路
を
京
都
に
急
ぐ
道
す
が
ら

窓
に
な
が
め
る
桜
井
の
里

米
ど
こ
ろ
庄
内
平
野
の
豊
か
な
る

実
り
な
が
め
て
う
ら
や
み
に
け
り

あ
か
／
べ
と
夕
日
か
が
や
く
湯
の
浜
に

旅
装
を
と
け
ば
海
風
涼
し

編
集

後

記

○
町
氏
体
育
大
会
Ｉ

み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
深
謝

卜
だ
し
ま

す
。

十
月
の
第
一
土
曜
日
を
国
民

ス
ポ
ー
ツ
の
日
と
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
わ
が
町
体
と
一
脈

相
通
ず
る
も
の
お
り
。

○
但
し
、
ス

ポ
ー
ツ
は
、
大
会

だ
け
で
は
な
い
。
部
落
に
家

庭
に
と
り
入
れ
て

卜
き

た
い

も
の
で
す
。

○
な
ま
な
ま
し
い
事
故
の
跡
Ｉ

う
れ
し
く
な
い
見
本
市

幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
れ

（

お
と
な
の
声
）

お
と
な
を
交
通
事
故
か
ら
守

れ
（

こ
ど
亀
の
声
）

○
新
し
卜
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い

秋
祭
り
Ｉ

大
衆
か
ら
愛
さ
れ

大
衆
に
支
持
さ
れ
る
祭
り

に

す
る
た
め
に
、
大
衆
の
声
を

よ
く
き
く
事
が
肝

要
で
す
。

三
人
寄
れ
ば
文
珠

の
知
恵
、

ま
し
て
大
衆
で
語
り
会
え

ば

名
案

は
い
く
ら
で
も
う
ま
れ

ま
し
よ
う
Ｏ

○
舘

報「
く
に
み
」
第
五
〇
号

を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
み
な
さ
ん
の
声
を
よ

く
き

卜
て
、
み
な
さ
ん
に
愛

さ
れ
支
持
さ
れ
る
広
報
紙

に

し
た
卜
と
念
じ
て
い
ま
す
。

○
し
か
し
舘
報
だ
け
が
よ
く
な

ろ
う
と
し
て
も
無
理
で
す
。

公
民
舘
が
よ
く
な
り
、
地
域

社
会

そ
の
も
の
が
よ
く
な
れ

ば
、
舘
報
は
ひ
と
り
で
に
よ

く
な
る
は

ず
で
す
。（

鈴

木

）

○

あ

な

た

さ

え

飲

ま

ね

ば

絶

え

る

密

造

酒
（
ぶ
ど
う
Ｉ
り
ん
ご
な
ど
で
造
っ
た
酒
も
処
罰
さ
れ
ま
す
）
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